
別紙様式５号（別記１のⅠの第３の３及び４並びに別記２のⅠの第２の３及び４関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ

メニュー① メニュー② 事業内容 事業費

備考

（円）

交付金 都道府
県費

市町村
費

その他

 岡山市 (株)福田
種鶏場

畜産生産基
盤育成強化

(鶏卵(種
鶏・ふ卵))

181

初生ひなの
年間生産量
を27.49％
増加

19,312
千羽

21,096
千羽

22,374
千羽

22,716
千羽

23,044
千羽

24,760
千羽

24,586
千羽

24,620
千羽

 
99.3%

初生ひなの
年間生産が
27.31％増
加した

畜産生産基盤
育成強化

(鶏卵(種鶏・
ふ卵))

184

種鶏飼養に
おける飼料
要求率を
4.97％向上

0.382

61.336
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
160.66
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.355

60.654
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
170.75
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.353

61.136
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
173.11
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.349

61.040
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)
／

174.85
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.348

61.240
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
175.73
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.350

61.580
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
175.50
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.356

62.300
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
175.10
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

0.363

61.336
kg(種
鶏１羽
当たり
の総飼
料給与
量)／
169.00
（種鶏
１羽当
たりの
総生産
ひな羽
数）

136.8%

種鶏飼養に
おける飼料
要求率が
6.81％向上
した

家畜飼養管理施設（種鶏・孵
卵）孵卵施設１棟（4,031.01
㎡）
洗浄消毒場1式（166.61㎡）
孵卵設備１式

1,813,817,730 795,301,000 0 0 1,018,516,730
令和２年
11月30日

①県内外2カ所のふ卵場を再
編・統合し、新たにふ卵場を整
備したことにより、生産性の向
上と衛生管理の高度化が実現し
た。それにより初生ひなの年間
生産量が順調に増加した。また
蓄積したﾃﾞｰﾀをもとに孵卵機の
制御を最適化することで、更な
る生産性向上を図っている。令
和6年度は猛暑の影響により7月
から8月の間で種鶏の斃死(へい
し)羽数が令和5年度の約2倍発
生し生産量が減少したが、達成
率は99.3％であり目標を概ね達
成している。
②新たなふ卵場を整備したこと
により孵化率（歩留まり）が向
上し、種鶏１羽あたりの生産ひ
な羽数が増加したため、種鶏飼
料量をひな羽数で除して算出す
る種鶏1羽あたりの飼料要求率
が6.81%向上し、目標を達成し
た。

初生ひなの年間生産量の令和
６年度の達成率は猛暑の影響
に伴い令和５年度より生産量
が減少しているが、達成率は
99.3％であり目標を概ね達成
している。
また、種鶏場飼養における飼
料要求率についても、136.8%
で目標を達成している。

総合
所見

都道府県の評価

達成率
（対象作物・
畜種等名）②

４年後
（令和
４年）

５年後
（令和
５年）

６年後
（令和
６年）

４年後
（令和
４年）

５年後
（令和
５年）

６年後
（令和
６年）

計画時
（平成
29年）

１年後
（令和
元年）

目標値
（令和
６年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

（都道府県名：岡山県　令和６年度）

市町村名
事業実施
主体名

類
別

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目標の
具体的な実

績①

類
別

成果目標の
具体的な内

容②

成果目標の
具体的な実

績②

負担区分（円）

完了年月日

事業実施後の状況②

事業実施主体の評価

２年後
（令和
２年）

都道府県平均達成率 99.6% 県平均達成率は、99.6％と概ね達成した。

２年後
（令和
２年）

３年後
（令和
３年）

目標値
（令和
６年）

３年後
（令和
３年）

（対象作
物・畜種等

名）①
達成率

（工種、施設区分、構造、規
格、能力等）

計画時
（平成
29年）

１年後
（令和
元年）


